










中で、既存の行政サービスに固執することなく、行政サービスや行政のあり方そのも

のに対する変革の視点を持ち、着実に実行に移していくことが必要不可欠であるこ

とから、「佐世保市ＤＸ戦略」を策定し、ポストコロナ（ＤＸ戦略）関連事業に取り

組むこととしており、特に分野横断的な展開が期待できる先進的な事業をリーディ

ング事業として実施することとしております。 

ＤＸ戦略におけるリーディング事業については、第 6 次行財政改革推進計画（後

期プラン）で目標としていた標準財政規模の１０％をこえて保持する財源調整２基

金を活用しながら実施していくこととし、令和４年度は１３事業に２億７，９２１万

円を計上しています。 

 

その他、道路や公共施設改修などの生活関連公共事業についての３２億

３，８６３万円を計上するとともに、新型コロナウイルス感染症対策や、『「ウイズコ

ロナ」社会に対応した新たな経済成長を目指す施策展開』を今後の基本方針とした経

済対策に１６億７，０２０万円を計上しています。 

 

(1) 一般会計は、３４.９億円(3.0%)の増となっており、主な増減は下記のとおりです。 

① 物件費の増                      ２２．８億円 

   学校給食費公会計化、ゆったり宿泊キャンペーン事業費の増など 

② 普通建設事業費の増                  １８．３億円 

   前畑崎辺道路整備事業費、俵ヶ浦地区港湾整備事業費の増など 

③ 公債費の減                      △１．４億円 

   元金、利子の減 

④ 貸付金の減                      △３．８億円 

中小企業制度融資の減など 

 

(2) 特別会計は、１７．９億円(2.1%)の増となっており、主な増減は下記のとおりです。 

① 住宅事業特別会計の減               △１３．９億円 

   住宅建設費の減など 

② 国民健康保険事業特別会計の減            △７．２億円 
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令和４年２月定例記者会見
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令和４年度当初予算

～概要～

佐 世 保 市

令和 ４ 年 ２ 月
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令和４年度当初予算の概要

877億485万円

228億1050万円

2317億3666万円

1212億2131万円一般会計

特別会計

予算総額

競輪事業 262億6614万円
介護保険事業 256億9250万円など

企業会計
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次なる時代、次なる未来へ挑戦する予算

◉令和４年度重点的に取り組む６項目

１新型コロナウイルス感染症対策

２ポストコロナ（ＤＸ戦略）関連事業

３リーディングプロジェクト事業

４地域社会の維持・再生等

５石木ダム建設事業等

６市制１２０周年
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新型コロナウイルス感染症を

取り巻く状況について

佐 世 保 市

令和 ４ 年 ２ 月
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本市における感染状況（２月１５日時点）

◉新規陽性者数

令和４年１月 ２，４１０人

令和４年２月 １，５８０人

※１週間ごとの１０万人当たりの新規陽性者数は、

ピーク時において第５波の６倍以上。

◉療養者数

８００人以上

◉病床使用率

７０％以上
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第６波の陽性者数の推移（２月１５日時点）
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長崎県・佐世保市の感染段階

◉長崎県全体

レベル２－Ⅱ（特別警戒警報）

◉佐世保市

レベル３相当（県独自の緊急事態宣言レベル）

※新規陽性者数等はレベル４に相当。

まん延防止等重点措置区域指定期間の延長

指定期間：１月２１日（金）～３月６日（日）
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市民の皆さまへのお願い

◉県外との不要不急の往来、不要不急の外出を控える

◉会食は「コロナ対策認証店」を利用し、普段一緒に

いる人と、４人以内で２時間以内にする

※飲食店の営業は午後８時まで。終日酒類の提供は
行わない。

◉基本的な感染防止対策の徹底する

・マスクを外す場面で会話をしない

・定期的な換気を行う など
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新型コロナワクチン追加接種

◉接種券発送の前倒し

・発送日 令和４年３月７日（月）

・対象者 約３万６０００人

※令和３年８月３日～９月７日に２回目接種を受けた人

今後は２回目接種から６カ月を迎える人に順次発送
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新型コロナワクチン追加接種

◉交互接種の安全性

・３回目接種後の副反応は１・２回目接種後とおおむね

同様の症状

・１・２回目と異なるワクチンを接種した場合でも、副

反応は同じワクチンを使用した場合と同程度

・ワクチンの種類にかかわらず、抗体価（ウイルスを失活

させる作用を持つ中和抗体の量）は上昇
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令和４年度当初予算

～新型コロナウイルス感染症経済対策～

佐 世 保 市

令和 ４ 年 ２ 月
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新型コロナウイルス感染症経済対策

・緊急支援から地域経済活性化への転換

・「感染は止める、社会は止めない」を念頭に、感染症

の拡大に気を配りながら、本市経済の回復・活性化を

図る

「ウィズコロナ社会」に対応した

新たな経済成長を目指す施策展開

基本指針

経済
対策
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新型コロナウイルス感染症経済対策

◉経済活動の谷間を埋める支援

経済活動活性化時期（年末年始、GW、夏休み等）
の谷間（消費減退が見込まれる時期）への対応

◉相乗効果による経済効果の誘発支援

経済活動活性化時期へ上乗せすることでさらなる
経済効果を誘発

◉域外から需要の取り込み・域内での循環支援

国支援策（給付金等）の受け皿となるなど、域外

需要の取り込み及び、消費の域外への流出防止・
域内での循環

経済
対策
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事業環境変化対応事業

◉事業概要
市内中小企業のポストコロナ社会を見据えた新たな
取り組みを促進することを目的に、デジタル技術の
活用による売り上げ向上を図る取り組みや、事業再
構築の取り組みを支援

・ECサイト参入・販売促進支援
補助率 １／２ 補助額 ５０万円

・ネット販売向け新製品開発支援

・ICT・IoT技術活用による生産性向上支援

・新事業展開支援

補助率 １／２ 補助額 １００万円

経済
対策
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中小企業デジタル化支援事業

◉事業概要

市内企業のデジタル化促進を目的に、ＩＴツールの
活用による社内業務の効率化などの生産性向上や、
テレワークなどの新しい生活様式の実践に向けた取り
組みを支援

補助率 １／２

補助上限 ５０万円
対象事業 ①生産性向上事業

（社内業務の効率化、新たな顧客獲得など）

②新しい生活様式・働き方改革の実践事業
（テレワーク、ＷＥＢ会議の導入など）

経済
対策
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佐世保市内でゆったり宿泊キャンペーン(継続)

◉事業概要

観光需要の回復を図るため宿泊キャンペーンを実施
長崎県の宿泊キャンペーンや、GoToトラベル事業
と併用可能とすることで、より多くの観光客を本市
に呼び込む

助成額 宿泊料金１泊一人当たり半額助成

（上限３,０００円）

宿泊目標 延べ１０万人／泊以上

経済
対策
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レンタカー観光利用促進キャンペーン

◉事業概要

本市に宿泊される方で、レンタカーを利用される方
に対して、レンタカーの利用料金または旅行代金を
助成

助成額 利用料金１泊１台当たり４，０００円助成

利用目標 延べ２,０００台
集客目標 ６,０００人（１台３人想定）

※佐世保市内でゆったり宿泊キャンペーンと併用可能

経済
対策
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商店街の活力回復促進事業(継続)

◉事業概要

商店街等が実施する商店街限定のプレミアム商品券

発行や消費喚起・集客を軸としたキャンペーン、イ
ベント等の事業への支援

補助率 １０／１０ （１団体１回限り）

補助額 １事業者２０万円×対象となる会員店舗数

上限額 ５００万円

連携加算 １事業者１００万円

経済
対策
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令和４年度当初予算

～佐世保市ＤＸ戦略～

佐 世 保 市

令和 ４ 年 ２ 月
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戦略

実行計画

DX戦略（令和４～９年度）

策定 更新 更新 更新 更新更新

R４ R５ R６ R７ R８ R9

◉スローガン

つながる ひろがる

未来のSASEBO

◉対象期間

令和４年度～令和９年度

（６年間）

佐世保市DX戦略
ＤＸ
戦略
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ICTを原動力としたまちづくりの推進

VUCA時代*にスピーディかつ
柔軟に対応できる行政組織

にぎわい・活力に溢れた、
スマートで魅力ある地域

※VUCA…「変動性、不確実性、複雑性、曖昧性」が高まっている、現在の社会情勢を指す。

４つの目標
～DXで何を目指すのか～

つながるひろがる
未来のSASEBO

様々なプレイヤーがつながり、
共に考え・創るまち

あらゆる市民に、より近くで
寄り添うデジタル市役所

ＤＸ
戦略
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まちづくり

DX重点取組課題と到達像

しごと

都市整備：高度なデータを活用した住みやすいまちの実現
土 木：デジタル技術を活用した高度かつ効率的な土木インフラ

施設の管理による安心・安全な社会基盤の構築

保健福祉：デジタルを活用した福祉の高度化による包括的な支援
体制の実現

防 災：適正・的確なデータを活用した危機管理マネジメントの構築

観 光：デジタルマーケティングの強化・スマートツーリズムの
実現による体験観光の価値向上

農林水産：デジタル活用による持続可能で魅力ある一次産業の実現

子 ど も ：地域を含めた切れ目のない子育て支援
教 育：一人一人の児童に合わせたより良い教育の提供に向けた

環境構築
ひ と

ま ち

くらし

ＤＸ
戦略
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行政経営

DX重点取組課題と到達像

利便性向上

窓口
：行かなくてもよい＆待たない窓口

多様化
：多様なニーズに対応し、必要な人が必要なサービスを受けられる市役所

業務効率化
：デジタル技術のフル活用による職員の仕事の高質化

職場環境
：職員の能力を最大限発揮できる魅力的な職場環境

業務効率化・高度化

ＤＸ
戦略
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未来のSASEBO
～ひと・くらし～

行政経営

支払いはスマホ
から(キャッシュ
レス化)

家にいながら市
役所の手続きを
(オンライン化)

誰もが利用しやすい便利な行政サービス家庭と連携した教育
安心して産み、
育てられるまち

災害に強い安心して暮らせるまち
誰もが、いくつになっても

健やかに安心して暮らせるまち

教 育 子ども

防 災 保健福祉

学校と家庭をスマホで
つながりやすく

デジタル活用に
より１人１人に
合わせた支援

災害状況をリアル
タイムにお知らせ

子どもの成長に応じた
サービスのプッシュ通知

ＤＸ
戦略
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未来のSASEBO
～しごと・まち～

土 木

AI分析により安定した生産・漁獲が可能に

安心して快適に暮らせるまち

農業水産

生産額の向上

観 光

都市整備

観光客の増加

地域の特性に応じたまちづくり

3Dマップで立体的に
見ることで、より高度
なまちづくりが可能に

ドローンなどにより、
人が入れない、気付か
ない所まで点検できる

AIが自分好みの旅
行プランを提供す
ることで、来てみ
たくなるまちに
（メタ観光）

ＤＸ
戦略
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全体事業費

◉令和４年度事業費総額 ４億９３９２万円

●ＤＸリーディング事業 ２億７９２１万円

・オンライン申請推進事業 ５２４万円
・キャッシュレス化推進事業 ２２７０万円
・災害情報共有システム導入 ８５万円
（システム開発費用 R4～5債務負担行為の設定 ８９４３万円）

・３Ｄ都市モデル構築事業 １億９６００万円 など

●ＤＸ戦略関連事業 ２億１４７１万円

・電子決裁・文書管理システム ６１６０万円
・農畜産業スマート化・高品質化
支援事業（スマート農業） ３０５５万円

・学校教育ネットワーク強靭化 ８３７４万円 など

ＤＸ
戦略
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手続きのオンライン化の推進

・令和３年度から市役所の
手続きのオンライン化を
推進している

・これまで｢情報公開請求」
や｢福祉医療費受給資格
の認定申請」などの手続
きがオンラインで可能に

令和４年度実施予定

●予算額：５２４万円

●オンライン化予定の手続き
・３９０手続き
※オンライン化の対象となる
手続きの総数：１７００手続き

●今後オンライン化を予定して
いる主な手続き

・所得課税証明書請求
・まちづくり出前講座申込み

◉市役所の手続きをオンラインで可能に

ＤＸ
戦略
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支払いのキャッシュレス化推進

・行政サービスに関する各
種支払いについて、クレ
ジットカードや電子マ
ネーなどによるキャッ
シュレス決済の導入を推
進する

令和４年度実施予定

●予算額：２２７０万円

●キャッシュレス化予定の支払い
・市役所での証明書発行手数料
などの支払い
※令和４年８月から順次導入予定

・一部を除く納付書による支払
いのコンビニ収納・キャッ
シュレス対応
※令和４年１０月開始予定

◉市役所の支払いをキャッシュレスで可能に

ＤＸ
戦略
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災害情報共有システム

・迅速に防災情報を収集、
自動集計されたデータを
もとに、状況に応じて情
報共有することにより、
市民の生命および財産を
守ることに貢献する

令和４年度実施予定

●予算額：８５万円
(システム開発費８９４３万円

令和４～５年度債務負担行為）

●スケジュール
・令和４年度
仕様作成、調達、契約、開発
着手

・令和５年度
システム完成、運用開始（令
和５年６月～）

◉災害情報を迅速に情報共有

ＤＸ
戦略
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3D都市モデル構築

・佐世保市の地図を３D化
し、誰でも見られるよう
にインターネット上に公
開する

・立体的な地図とさまざま
なデータを組み合わせた
高度な分析が可能となり、
安全で安心なまちづくり
などへの活用が可能にな
る。

令和４年度実施予定

●予算額：１億９６００万円

●業務内容

・佐世保市全域の航空測量

・３Dデータ作成

◉佐世保市全域を３Dマップ化

ＤＸ
戦略

-66-



令和４年度当初予算

～リーディングプロジェクト～

佐 世 保 市

令和 ４ 年 ２ 月
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リーディングプロジェクト
全体事業費 【28億3,191万円】

８つのリーディングプロジェクト

1. 名切地区再整備 1億2,681万円

2. 特定複合観光施設（IR）誘致 1億9,704万円

3. クルーズ船入港体制整備 6,671万円

4. 俵ケ浦半島開発 1億2,698万円

5. 基地との共存共生 19億8,621万円

6. 企業立地の推進 2億3,633万円

7. 世界で最も美しい湾クラブ加盟・世界遺産・
日本遺産の活用

7,627万円

8. 英語が話せる街 佐世保 1,556万円
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事業の目的

事業の概要

概要図等

○中央公園整備及び管理運営事業 5,596万円
PFIとPark-PFIを活用し全国にも例がない手法を取り入れ、令和２

年度よりリニューアルを進めてきた中央公園が、令和４年４月にオー
プンする。
公園内には子どもの屋内遊び場をはじめ、芝生広場や屋外遊び場、

約320台を収容する駐車場（有料）のほか、民間事業者の自由提案施
設である、飲食店や売店、デイキャンプ場などが設置され、中心市街
地の賑わいの創出が期待される。
今後１８年間、民間事業者のノウハウを活かした公園の管理運営が

行われ、芝生広場では、 YOSAKOIさせぼ祭りをはじめ様々なイベン
ト等が開催される予定である。

○中央公園から旧花園中学校に至る一帯に連続する公共施設のリュー
アルや跡地の利活用に向けた基本的な方針である「名切地区まちづく
り構想」に基づき、段階的に整備を行う。

○中心市街地における貴重な公有地を有効活用し、佐世保を象徴する
場として、憩いと交流の拠点づくりを行う。

１. 名切地区再整備
（中央公園整備及び管理運営事業・企画戦略事業）

【 4年度政策体系】
「まち」＝都市政策＝公園の機能充実
KPI・・・公園の利用者数

「ひと」＝子ども未来政策＝地域での子どもと子育ての支援
KPI・・・地域子ども・子育て支援事業の平均利用回数

「経営」＝的確な分析による戦略的な行政経営の推進
KPI・・・全施策の成果の達成度

4年度予算額：1億2,681万円

都市整備部 公園緑地課
子ども未来部 子ども政策課
企画部 政策経営課

中央公園リニューアル（イメージ図）

①屋内遊び場

③食物販店

②飲食店 ⑤キャンプ案内所・カフェ

④売店

鳥観図

①

② ③

④
⑤

○企画戦略事業 7,085万円
市民会館跡地の活用について、佐世保警察署として活用したいと

いう長崎県警の申入れに応じ建物解体、不動産鑑定等を実施する。
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２. 特定複合観光施設（IR）誘致
（特定複合観光施設（IR）推進事業、都市インフラ検討事業（IR関連）、県営事業
負担金（IR関連）、精神保健事業費（IR関連））

事業の目的

事業の概要

企画部 IR推進室
保健福祉部 障がい福祉課
土木部 土木政策課

概要図等

〇 ＩＲの誘致推進に係る経費 4,997万円

長崎県・ＩＲ事業者と連携し、ＩＲの誘致実現を目指すと共に、区域認定を見据えた
取り組みとして、関係機関との調整や市民の理解促進、スーパーシティ構想の検討
などを行う。 （区域認定申請期間 R3（2021）年10月1日～R4（2022）年4月28日）

○ 都市インフラ等環境整備 14,189万円
ＩＲの実現に向けて必要となる上下水道施設の整備や、周辺県道整備に対する事
業協力等を行う。

○ 懸念事項対策 518万円
ギャンブル等依存症や治安悪化等の懸念事項について、 県・市・ＩＲ事業者・その
他関係団体と連携して対策を検討・実施する。

■ 九州・長崎ＩＲのコンセプト

○ ＩＲの誘致により、国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現し、ＩＲ施設

を中心とした広範囲における観光及び地域経済の振興に寄与するとともに、
財政基盤の強化に資するもの

持続可能な地域社会を実現

●多様な雇用の創出
●定住人口の増加
●交流人口の増加

長崎県から「観光産業革命」の実現
九州・長崎IRの実現を通し、

九州が日本の成長・創生に貢献できる3つの視点

ゲートウェイ･九州

日本･九州の

文化の創造的活動・

発信を行う

ショーケース・九州

島国らしい豊かな

自然、 歴史、食材、

温泉を体験できる

■ 想定スケジュール

■ 期待される主な効果

【 4年度政策体系】
「経営」＝的確な分析による戦略的な行政経営の推進
ＫＰＩ・・・全施策の成果の達成度

（令和3年12月10日時点）

●地域経済の活性化
●農水産業の活性化
●財政基盤の強化

■ ＩＲ事業者の提案イメージ

観光アイランド・九州

日本の玄関口として

アジア地域の成長力
を引き込む

4年度予算額：1億9,704万円
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事業の概要

概要図等

事業の目的

○ 平成２９年７月の『国際旅客船拠点形成港湾』の指定に伴い、官民が
連携した国際クルーズ拠点を形成することにより、佐世保港が、日本
に寄港するクルーズ船のゲートウェイ機能を有した拠点港として発展
することを目指すもの。

３.クルーズ船入港体制整備
（佐世保港国際クルーズ拠点形成事業・大型客船対応基盤整備事業） 4年度予算額：6,671万円

港湾部 みなと整備課
観光商工部 観光課

【4年度政策体系】
「まち」=港湾政策＝人流と物流を支えるみなとづくり
KPI・・・クルーズ客船による乗降人員数

○ 観光客誘致促進事業 1,959万円
三浦地区、浦頭地区でのクルーズ船受入にあたり、観光案内業務や歓

送迎イベント等を行うもの。

○ 訪日外国人誘致事業 222万円
クルーズ船観光バス予約管理システム運用により、クルーズ観光バス

の渋滞対策等を行うもの。

○ これにより、クルーズ船による観光客の増加が図られ、観光関連産業
をはじめとする地域経済の活性化を目指すもの。

○ クルーズ船入港体制整備 4,490万円
浦頭地区でのクルーズ船入港時における道路などの周辺環境の調

査等を行うもの。

浦頭地区

●18万トン級対応

（岸壁延長370m）

●18万トン級対応

（岸壁延長370m）

三浦地区

○ 令和２年７月に浦頭地区における国際クルーズ拠点施設が完成したこ
とにより、三浦地区と合わせて、さらに多くのクルーズ船が受入可能
となったことから、引き続き両地区での受け入れ態勢の充実を図るも
の。
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事業の目的

事業の概要

概要図等

○つくも苑跡地に九十九島観光公園を整備し、市民、国内外の観光客
を呼び込む新たな拠点とし、九十九島観光の周遊性の向上を図る。

○地域が主体となった俵ヶ浦半島振興の取組みとの連携・調和を図る。

4年度予算額：1億2,698万円

○九十九島観光公園整備事業・公園の安全性・快適性確保事業
9,065万円

九十九島などを大パノラマで眺望できる本公園の特徴を活かした
今後の本格的な利活用に向けた事業の進捗を図り、また、来園者の
安全性・快適性を確保する。

○企画戦略事業 3,633万円
九十九島動植物園の移転を含む観光公園全体の官民連携による活
用策を検討する。
俵ヶ浦半島の３つの廃校の活用策を検討する。

【 4年度政策体系】
「まち」＝都市政策＝公園の機能充実
KPI・・・公園の利用者数

「経営」＝的確な分析による戦略的な行政経営の推進
KPI・・・全施策の成果の達成度

都市整備部 公園緑地課
企画部 政策経営課

九十九島動植物園の

移転を含めた観光公

園全体の本格的な活

用策の検討。

４. 俵ヶ浦半島開発
（公園管理運営事業・企画戦略事業費）

丘からの九十九島の大パノラマ九十九島の夕日

芝生の丘
動植物園
移転検討地
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事業の目的

事業の概要

概要図等

○ 大黒・天神地区における既存道路の現状については、中心市街地

の背後に位置する住宅街を縦貫する道路であり、沿線には住宅が
連担し、小学校、中学校などの教育施設もあり、地域住民の車両と
基地関係車両が混在・輻輳している状況にある。

○ 具体的に自衛隊による崎辺地区の利活用に向けた整備が進むな

かで、本市中心部と崎辺地区を直結する基幹道路の建設は必要不
可欠であり、大黒・天神地区における狭隘な既存道路の交通環境を
抜本的に改善するため、道路整備を行うもの。

○ 前畑崎辺道路整備事業
事 業 期 間 平成２９年度～令和６年度（予定）
総 事 業 費 約６３億円（推定）
全体計画延長 Ｌ＝約２，８４０ｍ
防衛補助事業
令和４年度実施内容：用地買収、工事

○崎辺西地区
陸上自衛隊崎辺分屯地

○崎辺東地区
岸壁整備を含む海上自衛隊
による利活用計画

５. 基地との共存共生
（前畑崎辺道路整備事業） 4年度予算額：19億8,621万円

土木部 道路整備課

【 4年度政策体系】
「まち」＝土木政策＝道路ネットワークの充実
ＫＰＩ・・・道路整備プログラムに基づき課題が解決され

た個所数

崎辺中学校

港小学校
佐世保みなとIC

佐世保弾薬補給所

(前畑弾薬庫)

前畑崎辺道路

（崎辺東地区）

海上自衛隊による

整備計画

（崎辺西地区）

陸上自衛隊

崎辺分屯地

西九州自動車道

本市中心部と崎辺地区を直結し、大黒・天神地区における狭隘な既存道路の交通環境を抜本
的に改善するための前畑崎辺道路の早急な整備が必要不可欠

-73-



〇 市外企業の誘致と既存企業の規模拡大の設備投資を促進し、新た
な雇用の創出と地域活性化を図る。

〇 一定規模の市内工業団地が不足していたことから、新たな製造業
の受け皿となる工業団地（相浦地区）を整備したもの。

〇 企業誘致活動事業 1,066万円
「佐世保相浦工業団地」の早期分譲に向けて、従来の営業手法に加え、非接
触型の営業手法も併用し、企業誘致活動を実施。

〇 企業立地奨励事業 2億2,507万円
立地企業（新設増設3社）に係る企業立地奨励金を交付。

〇 市営工業団地整備事業（相浦地区） 60万円
開発面積 約11．0ｈａ 工場用地 約6．0ｈａ 総事業費 約20億円
令和元年10月分譲開始

事業の目的

事業の概要

概要図等

非接触型の営業手法

製造業及びオフィス系企業など魅力ある雇用を生み出す企業の立地を実現させ、
市外への人口流出抑制及びＵＪＩターンによる流入人口の増加を図ります。

６. 企業立地の推進
（企業誘致活動事業・企業立地奨励事業・市営工業団地整備事業）

【 4年度政策体系】
「しごと」＝企業立地政策＝企業立地の推進
KPI・・・立地企業の新規雇用計画人数

4年度予算額：2億3,633万円

企業立地推進局

■工業団地PR動画の配信

■各種媒体による広報■WEB面談の活用
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事業の目的

事業の概要

概要図等

○世界で最も美しい湾「九十九島」、世界文化遺産「黒島の集落」、日
本遺産「佐世保鎮守府・三川内焼」、日本最大のリゾート施設「ハウ
ステンボス」といった、本市が世界、全国に影響力をもって発信でき
る観光資源を活用し、ＰＲ展開と周遊滞在観光を図ることで、観光に
よる「ふるさと産業づくり」を実現する。

○ 世界で最も美しい九十九島湾クラブ推進事業 1,403万円
世界の著名な湾が加盟するＮＧＯ「世界で最も美しい湾クラブ」のブランド

力を活用し、佐世保九十九島の知名度向上及び全国的知名度を誇るハウ
ステンボスと連携した九十九島誘客につなげる取り組みを行う。

世界で最も美しい九十九島湾クラブ推進事業

●九十九島誘客事業補助
・ハウステンボスと連携した共同広告展開等による
九十九島及び市内エリアへの誘客PR

○ 日本遺産活用推進事業 1,401万円
日本遺産「佐世保鎮守府」を活用した観光ＰＲと誘客・周遊滞在を図る。

世界遺産活用推進事業

●黒島観光受入案内等業務
・黒島観光受入拠点「黒島ウエルカムハウス」における
観光情報発信

・グリーンスローモビリティを活用した島内周遊の取組み

●世界遺産プロモーション業務

・黒島の地域資源を活かした集客プロモーションを実施

日本遺産活用推進事業

●「佐世保鎮守府」を活用したＰＲ事業補助
・針尾無線塔建設１００年を活用した情報発信の

取組み

●旧軍港市日本遺産活用推進協議会事業
・旧軍港４市（横須賀・呉・佐世保・舞鶴）が
連携し、日本遺産「鎮守府」の情報発信等を
実施

○ 世界遺産活用推進事業 683万円
世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成

資産である「黒島の集落」の集客対策並びに、黒島観光客の受入環境
整備を行う。

７.世界で最も美しい湾クラブ加盟・世界遺産・日本遺産の活用①
（世界で最も美しい九十九島湾クラブ推進事業、世界遺産・日本遺産活用推進事業） 4年度予算額：3,487万円

観光商工部 観光課

【4年度政策体系】
「しごと」＝観光商工政策＝観光の振興
ＫＰＩ・・・観光消費額
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事業の目的

事業の概要

概要図等

７.世界で最も美しい湾クラブ加盟・世界遺産・日本遺産の活用②
（世界遺産保存整備事業、日本遺産活用推進事業、立神広場整備活用事業） 4年度予算額：4,140万円

教育委員会 文化財課

【 4年度政策体系】
「ひと」 ＝ 教育政策＝生涯学習・生涯スポーツの充実
ＫＰＩ・・・生涯学習事業への参加者数

○世界文化遺産「黒島の集落」の構成要素である黒島の文化的景観や黒
島天主堂、日本遺産「鎮守府・佐世保」「日本磁器のふるさと肥前・三川
内焼」を構成する文化財の保存調査と公開活用により、生涯学習の促
進や郷土愛の醸成を図るとともに、地域活性化に寄与することを目指
す。

○ 日本遺産活用推進事業 516万円

日本遺産「鎮守府・佐世保」を構成する近代化遺産について、適切な保
存と公開活用を行う。また、日本遺産「日本磁器のふるさと肥前・三川内
焼」の記録保存を行う。

○ 世界遺産保存整備事業 2,235万円

世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産・黒島の集
落」の構成要素である国重要文化的景観「佐世保市黒島の文化的景観」
の修景整備などを行う。

○ 立神広場整備活用事業 1,389万円

日本遺産「鎮守府・佐世保」の構成文化財「立神煉瓦倉庫群」の一部で
ある「立神音楽室」とその敷地を、市内各所に点在する構成文化財とつな
ぎ、本市ならではのフィールドミュージアムの展開を目指し、日本遺産「鎮
守府」のガイダンス機能を持った拠点施設となる「させぼ立神近代化歴史
公園（仮）」として整備を行う。

世界遺産保存整備事業
●文化的景観保護推進事業
・「黒島の集落」を構成している佐世保市黒
島の文化的景観の修景整備の実施。地元が
主体となり黒島漁港ターミナル周辺の
環境整備を実施

●イコモス調査対応事業
・約6年ごとに行われるユネスコへの定期報
告に対応するため、黒島の集落の伝統的な
家屋を対象としてモニタリングに必要な調
査を実施

日本遺産活用推進事業
●近代化遺産記録保存・調査事業
・旧矢岳貯水所の現況調査を実施

●三川内焼記録保存・調査事業
・大学との共同による三川内焼の歴史・現況
調査の実施

立神広場整備活用事業
●立神広場整備活用事業
・歴史公園の整備にあたり、官民連携手法を実現するべく
実施方針の決定から事業者の選定を実施
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事業の目的

○ 米海軍基地や多くの外国人が居住し、国際色豊かな風土や文化
を持つ本市の特長を活用し、国際社会を生き抜くグローバル人
材を育成する。

○ 官民協働の展開のもと、市全体の英語学習環境の充実を図りな
がら「佐世保暮らし＝英語が身に付く」という新しい“まちの魅
力”を創出する。

事業の概要

概要図等

○国際理解教育推進事業 650万円
子どもたちが外国人と直接交流し、コミュニケーションを体感す

る 「Sasebo English Camp」を小・中学校等で実施する。

○英語シャワー事業 866万円
官民協働のプラットフォーム体制により、Sasebo Expoや国際交流

大運動会など市民が外国人とともに活動を行い、気軽に英語や外国文
化に触れ親しむことができる機会づくりを進める。

英語を楽しく実践できる「English出前プログラム」の講師を希望
する利用者のもとへ派遣するとともに、各コミュニティセンターでも
実施することで、より日常的に英語や外国文化を学ぶことができる環
境づくりを図る。

グローバル人材育成に取り組むため、小学生を対象に、言語学
習や体験を通して楽しみながら英語や外国文化を理解するグローバル
キッズﾞ・チャレンジ事業に取り組む。

○教職員の研修・教育研究 40万円
教職員の英語指導力向上に向けた研修を実施する。

８. 英語が話せる街 佐世保
（国際理解教育推進事業・教育センター事業・英語シャワー事業） 4年度予算額：1,556万円

教育委員会 学校教育課、教育セ
ンター、社会教育課

【 4年度政策体系】
「ひと」＝教育政策＝学校教育の充実

生涯学習・生涯スポーツの充実
ＫＰＩ・・・全国学力調査結果、生涯学習事業への参加者数
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ゼロカーボンシティへの
挑戦

佐 世 保 市

令 和 ４ 年 ２ 月
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〇社会情勢の変化
・世界的な脱炭素化の潮流
・日本政府の2050年カーボンニュートラルの宣言

◉ゼロカーボンシティに挑戦

〇本市の自然環境を守り次世代へ引き継いでいくために2050年
カーボンニュートラルの実現に向けて環境基本計画を改定（R3～R4）

〇これまでの取り組み（道路照明及び防犯灯のLED化、公共施設
への太陽光発電設備導入等）に加え、さまざまな検討を実施
・再エネ由来の自主電源確保
・電気自動車の普及促進
・木質バイオマス
・水素利活用
・ブルーカーボン・オフセット など

〇市民の皆様、事業者の皆様との協働のもと
「ゼロカーボンシティ」に積極的に挑戦
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◉これまでの取り組み

道路照明灯及び防犯灯のLED化
・道路照明（約1,800灯）及び防犯灯（約20,000灯）のLED化

公共施設における再生可能エネルギーの導入
・避難所50施設に太陽光発電設備や蓄電池を自治体新電力会社により整備
（R3～R5：約2,000kWを導入予定）

・廃棄物発電（2施設：4,505kW）、消化ガス発電（250kW）、太陽光発電（5施設：47kW）

電気自動車等の低炭素モビリティ購入支援
・電気自動車等を購入する市民に対し自治体新電力会社による20万円の購入支援を開始
（R3～、年間50件）

公共施設の省エネルギー化
・佐世保市設備機器等導入指針に基づき、公共施設の省エネ設備機器導入を促進
（H30～R2の導入実績：LED照明 12施設、高効率空調設備他 12施設）

公用車に電気自動車を導入
・市内での電気自動車の普及促進に向けた広報啓発車両として環境部に3台導入

住宅用太陽光発電設備普及事業
・市民の太陽光発電設備導入に対して設置補助を実施（H21～H24：合計1,799件）

その他の取り組み
・市有地を太陽光発電設備導入用地として貸し付け など

※1件300万円以上の改修工事分
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◉今後の取り組み（令和４年度当初予算における関連予算）

地域社会再生事業

企画戦略事業（木質バイオマス導入検討）
木質バイオマス事業の導入可能性等の検討を行うもの

地球温暖化対策事業（カーボンニュートラルの取り組み検討）
再エネ由来の自主電源確保や水素利活用などの検討を行うもの

ブルーカーボン・オフセット事業
ブルーカーボン・オフセットの取り組みについて先進地事例の調査研究を行うもの

政策経営課

環境政策課

水産課

1,593万円

88万円

30万円

環境基本計画の改定

環境基本計画推進事業（環境基本計画改定）
2050年カーボンニュートラルの実現に向けて
環境基本計画の改定を行うもの（R3～R4）
・「2050年ゼロカーボンシティ」に挑戦する
旨を計画に明記

・当面は国が示す2030年温室効果ガス排出量
削減目標2013年度比46％削減を目指す

・具体の取り組みを検討し、実施可能なもの

から推進

環境政策課854万円
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令和４年度当初予算

～まちづくりの主な事業～

佐 世 保 市

令和 ４ 年 ２ 月
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分野 しごと

政策 農林水産政策

事業費 ２億３３８万円

事業概要
水産センターの機能強化に加え、
陸上養殖に適した種苗（カワハ
ギ・クエ）の養殖試験等を行う。

<水産センター機能強化>

全体事業費：２１億７４０３万円
事業期間：令和元年～令和９年
令和４年度：１億９９４４万円

<種苗生産事業>

令和４年度：３９４万円

事業効果

●新たな漁業種類の開拓による
市内漁業の維持・発展と漁業
所得の向上

●陸上養殖施設および不随する
加工施設での雇用創出

●新たな特産品の創出

●令和９年度のIR開業を見据え
た国内外からの観光客に高付
加価値な特産品の提供

新規
水産センターの機能強化など
（陸上養殖普及促進）
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分野 ひと

政策 子ども未来政策

事業費 ５億８３２２万円

（うち拡充分：５６６９万円）

事業概要

令和４年１０月診療分から、
小中学生およびひとり親家庭
等に対する福祉医療費の支給
方式を「償還払い方式」から
「現物給付方式」に変更する

事業効果

●新型コロナウイルス感染症へ
のリスク回避

●福祉医療制度の充実による移住
・定住の促進、出生率の向上

●困窮世帯への経済的支援

【福祉医療制度の変遷】

●平成２２年１０月～
・乳幼児への支給方式を現物給付方式へ

●平成２８年８月～
・支給対象を小中学生まで拡大（償還払い方式）

拡充 福祉医療支給事業(現物給付対象の拡大)
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分野 まち

政策 都市政策

事業費 ２億１１８８万円

事業概要

都市を取り巻く急激な環境変化
に対応するため、高度なまちづ
くりの基盤となる３D都市モデ
ルを構築するとともに、本市の
住宅状況の変化等を把握するた
め、住宅実態調査を実施する。

新規
拡充

まちづくりにおける地域社会の維持・再生等の取組
（都市政策DX経費、住宅政策推進事業）

第７次佐世保市総合計画、都市マ
スタープラン、立地適正化計画等
と連動することにより、コンパク
ト・プラス・ネットワーク型都市
構造の実現を目指す。

●佐世保市全域を３Dマップ化

立体的な地図と様々なデータを組み合
わせた高度な分析が可能となり、安全
で安心なまちづくりなどへの活用が可
能になる。

●佐世保市住生活基本計画

佐世保市の住宅を取り巻く状況の変化
や特性を把握し、問題や課題等を明ら
かにして、施策の再構築を図り、住宅
政策を総合的かつ計画的に推進してい
くためのもの。

<３D都市モデル構築（新規）>
令和4年度：1億9600万円
<住宅政策推進事業（拡充）>
令和4年度：1588万円

（うち拡充分：940万円） -85-



分野 くらし

政策 市民生活政策

事業費 ５１９０万円

（うち拡充分：７８８万円）

事業概要

令和４年１０月（予定）から
の新たな取り組みとして、西
九州させぼパワーズ（NSP）
と連携し、町内会等が所有す
るLED防犯灯の更新に対する
支援を行う。

スキーム

・「町内会等」「NSP」「佐世
保市」が協定を締結し、NSP
が防犯灯の維持管理を行う

・町内会等と佐世保市は、毎年一
定額を維持管理経費としてNSP
に支払う(サブスクリプション方式）

拡充 防犯活動等支援事業

3者協定

町内会等

NSP佐世保市 支払い

支払い

更新
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分野 行政経営

政策 行政経営

事業費 ６３３０万円

事業概要

県や関係団体、広域圏構成市
町と協力しながら、移住相談
や地域のPR、移住希望者に対
する支援を実施している。
将来の移住者となり得る関係
人口の創出・拡大を図ること
を目的に、周遊型ワーケー
ションツアーを圏域内で構築
し受け入れを進めていく。

主な取り組み

●新規事業

・副業人材支援（関係人口の創出）

●拡充事業

・若者移住定住応援事業
企業における奨学金の代理返済
に対する支援

・子育て世帯移住応援
ひとり親世帯で、介護職に就労
した場合の家賃支援

拡充 UJIターン促進事業
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令和４年度当初予算

～市制施行120周年～

佐 世 保 市

令和 ４ 年 ２ 月
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市制施行１２０周年記念
～クルーズ関連事業との連携～

JTB１１０周年記念クルーズ企画
佐世保港発着クルーズ支援事業
佐世保港寄港クルーズ客船タイアップ事業

120
周年
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市制施行１２０周年記念
～針尾送信所１００周年記念事業との連携～

日本遺産「佐世保鎮守府」PR

針尾送信所建設１００周年記念事業

120
周年
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市制施行１２０周年記念
～その他～

佐世保グルメフェスティバル（仮称）
徳育１０周年記念事業
スペイン×佐世保市ハンドボール交流事業

120
周年
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令和４年度当初予算

～概要～

佐 世 保 市

令和 ４ 年 ２ 月
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歳入・歳出予算構成比（一般会計）

歳入 歳出

市税
24.3％

諸収入
4％

繰入金等
10.9％

地方交付税
20.8％

県支出金
7.7％

国庫支出金
21.2％

1212億
2131万円

その他
6.9％市債

4.2％

民生費
39.6％

総務費
10.5％

衛生費
10.1％

公債費
8.5％

教育費
9.5％

商工費
5.4％

土木費
7.9％

消防費
2.2％

1212億
2131万円

自主財源 依存財源

農林水産業費
2.2％

港湾費 1.7％

その他 1.1％
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財政調整２基金現在高の推移

※令和２年度以前は決算額、令和３年度は現計予算額、令和４年度は前年度剰余金見込み２５億円の積立てを含む見込額。
※表中における計数は、それぞれ四捨五入によっているので、計とは一致しない場合がある。

（単位：億円）
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令和４年度当初予算

～まちづくりの主な事業～

佐 世 保 市

令和 ４ 年 ２ 月
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分野 しごと

政策 農林水産政策

事業費 ２１９２万円

事業概要

西九州食財（西九州させぼ広
域圏域内の農水産物）の情報
発信や共同販売などを実施。

産地ブランドとしての認知度
の向上、新市場の開拓等を行
うことで、生産性の向上や新
規修業・担い手確保に努める。

連携する市町
４市３町（佐世保市、平戸市、松浦市、

川棚町、上五島町、佐々町、伊万里市）

主な取り組み
・国内外での消費拡大イベント
・圏域内での産地ツアー
・情報発信（ホームページなど）

連携 農水産物等特産品販路拡大事業

西九州食財ホームページ（情報発信）
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分野 ひと

政策 教育政策

事業費 ２４３万円

事業概要

市内小学校４６校を対象に、
小学校体育授業の協力者とし
て専門的な指導（器械体操、
水泳運動、陸上運動）が可能
なサポーターを派遣する。

事業効果

①専門性を活かした指導体制の
整備

②学習指導要領に基づいた体育
授業の充実

③教育の資質向上

新規 小学校体育学習サポーター事業
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分野 ひと

政策 教育政策

事業費 １０億２４８１万円

事業概要

学校給食費会計の透明性の向上
と適正な管理運営、学校現場の
負担軽減による児童・生徒と向
き合う時間を確保するため、学
校給食費の公会計化を実施する

●開始日
・令和４年４月８日

●対象者見込／提供食見込
・23,328人／3,977,588食

●給食費（予定）
・小学校4,000円、中学校4,700円

●納期限
・毎月２８日

※２８日が土・日曜、祝日の場合は翌

営業日

●納付方法
・原則、口座振替

新規 学校給食公会計化（学校給食費管理事業費）
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分野 ひと

政策 教育政策

事業費 １８６９万円
（総事業費：約２億１０００万円）

事業概要

昭和４４年、県指定史跡とし
て文化財に指定されている楠
本端山旧宅および付随建物、
設備等の保存整備を行う

全体計画

●事業期間
・令和４年度～令和７年度

●整備対象
・史跡地5,780.12㎡
・史跡内建造物６棟
（主屋、旧納屋、鳳鳴書院など）

新規 楠本端山旧宅保全整備事業

楠本端山旧宅 楠本端山
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分野 ひと

政策 子ども未来政策

事業費 ５２９万円

（うち拡充分：２４９万円）

事業概要

３歳児健康診査は、幼児期最
後の健康診査として「身体の
発育」「精神面の発達」「視
聴覚障害」の早期発見を目的
に実施する総合的な健康診査
である。

令和4年度は、視覚検査の精度を
著しく高め、将来的に視覚異常
となり得る子どもの割合を減少
させることを目的として「屈折
検査機器」を導入する。

拡充 健康診査事業（3歳児健康診査事業）

屈折検査機器

-100-



分野 くらし

政策 保健福祉政策

事業費 －

事業概要

令和３年４月施行の改正社会
福祉法で規定された「重層的
支援体制整備事業」の検討着
手および今後の包括的支援体
制の構築に向け、保健福祉政
策課の準課として「地域連携
準備室」を設置する。

地域連携準備室の概要

●業務内容
・重層的支援体制整備（新規）

・地域包括庁内推進会議開催（既存）

・地域福祉計画策定（既存）

●体制
・９人(室長、事務職２人、保健師６人）

新規 地域連携準備室（仮称）設置

【参考】「重層的支援体制整備事業」と
は、子ども・障がい・高齢・生活困窮など、
複雑化・複合化する住民の問題に対応するた
め、属性や分野を超えた取り組みを柔軟に実
施可能にする事業である。
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分野 くらし

政策 消防政策

事業費 １億９２６３万円

事業概要

消防庁から発出された通知に
基づき、消防団員の処遇改善
を実施する。

●年額報酬（変更なし）
・国の地方交付税積算基準額に
合わせた額を支給する

●運転手当の廃止

●出動報酬（新設・一部見直し）
・これまでの出動手当を出動報
酬に変更する

・国の基準等を参考に、出動報
酬の支給金額の新設・一部見
直しを行う

●支給方法の変更
・活動記録等に基づき、団員の
個人口座に直接振り込む

拡充 消防団処遇改善（年額報酬・出動報酬）
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分野 まち

政策 土木政策

事業費 １７４８万円

事業概要

「日宇川」「樋口川」の洪水
ハザードマップを作成する。

●これまでに作成している河川
・相浦川、宮村川、江迎川

●令和３年度末までに作成が完了
する河川

・佐世保川、早岐川、小森川、
佐々川

拡充 洪水ハザードマップ作成事業

相浦川洪水ハザードマップ
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分野 しごと

政策 農林水産政策

事業費 ３４０５万円

事業概要

防災重点農業用ため池の整備
促進を図るため、ため池ハ
ザードマップの作成、ため池
劣化状況評価を行う。

拡充 ため池調査事業

令和４年度の事業内容

●ため池ハザードマップ作成

・「37カ所」のため池ハザード
マップを作成する

●ため池劣化状況評価

・「26カ所」のため池の堤体や
取水施設の劣化状況評価を行
い、本評価と県実施の耐震性
能評価とあわせて、ため池の
健全度を判定する●防災重点農業用ため池：９４か所

（ため池総数：１２５５カ所）
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分野 ひと・くらし

政策 子ども未来政策
保健福祉政策

事業費 ５億６１２７万円

事業概要

国の経済対策に基づく処遇改善

※収入を３%（月額９０００円）程度の
引き上げ

新規 保育士・介護・障害福祉職員等の処遇改善

子ども 障がい 介護

対象施設

●特定教育・保育施設(保育所、
幼稚園、認定こども園）
：138施設(2,597人）

●特定地域型保育事業所(小規
模保育事業、家庭的保育事
業）：4施設(31人）

●放課後児童クラブ：73施設
(417人）

計215施設(3,045人）

●障がい福祉サービス事業所
：325施設(正規1,248人、非
正規974人、計2,222人）

・居宅介護、生活介護、就
労移行支援、短期入所、
自立訓練、児童発達支援、
共同生活援助など

※就労定着支援、自立生活
援助、地域相談支援、計
画相談支援、障害児相談
支援は対象外

●介護事業所：444施設
・訪問介護、通所介護、通
所リハビリテーション、
介護老人福祉施設など

※訪問看護、訪問リハ、福
祉用具貸与・購入、居宅
療養管理指導、居宅介護
支援、介護予防支援は対
象外

R4影響額 3億7,575万円 5,825万円 1億2,728万円
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分野 行政経営

政策 行政経営

事業費 ５７７６万円

事業概要

障がい者の活躍の場を創出する
ことで、障害者雇用促進法に規
定されている法定雇用率を達成
する。

令和４年度の事業内容

障がい者枠で会計年度任用職員
を募集し、任用後、各部局へ配
置する。

これまでの取組み

●正規職員での採用活動

●させぼチャレンジルーム創設

●「佐世保市職員障がい者活
躍推進計画」の策定

●各部局における業務の切り出し

新規 障がい者活躍推進事業
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